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研究成果の概要（和文）：本研究により以下を示す実験的証拠を得た。オナジマイマイとコハクオナジマイマイ
は揮発性の分泌物で互いを識別して同種個体と交尾するが、種間交雑により繁殖可能な雑種個体を生産する。成
熟した雑種個体は両種の性フェロモンを分泌できるため、両種の成熟個体を誘引する。しかし、雑種個体は成熟
しても、両種の性フェロモンを感知できない。ガスクロマトグラフ質量分析により、オナジマイマイとコハクオ
ナジマイマイの成熟個体にそれぞれ特異的な揮発性分泌物質を発見した。しかも、幼生個体が分泌せず成熟個体
に特異的な揮発性物質のうち、どちらの種も共通に分泌する物質があることを発見した。

研究成果の概要（英文）：Our study obtained experimental evidence for the following conclusions. 
Pulmonate land snails Bradybaena similaris and B. pellucida discriminate each other and mate with 
conspecifics by means of airborne secretes. However, when the two species copulate, B. pellucida 
generates hybrids which can produce normal progeny. Adult F1 hybrids attract both the parental 
species by airborne secretes. On the other hand, in bioassay, adult hybrids recognize neither adults
 of B. pellucida nor B. similaris, which suggest that these hybrids are not able to sense airborne 
secretes from these parental species. By GC-MS analysis, we found adult specific coumpounds which 
are secreted uniquely by either one of the parental species, as well as one commonly secreted 
substance by both the parental species. 

研究分野： 進化生物学

キーワード： 性フェロモン
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１． 研究開始当初の背景 
 

（１）巻貝の生殖的隔離：軟体動物門の全体
で、種間の生殖的隔離機構はほとんど未知の
状態にある。巻貝が他種個体と同種個体を識
別するメカニズムは、先行研究が皆無である。
原因は、一般に人工繁殖が困難であり、たと
え可能でも世代時間が数年に及ぶことにあ
る。（２）雌雄同体のモデル動物：研究代表
者は、累代飼育法に独自の改良を重ね、コハ
クオナジマイマイとオナジマイマイの世代
時間を 2 ヶ月に短縮し、必要に応じて交尾・
産卵させる研究モデルを確立した。これによ
り、生殖的隔離機構の生態・行動・遺伝解析
が可能な雌雄同体動物を実用化した。 
以下の発見・経緯から本研究を着想した：

１）オナジマイマイとコハクマイマイとを交
尾させると、コハクオナジマイマイだけが雑
種を産み、オナジマイマイは産卵しない。２）
同時雌雄同体の 2 種は、求愛の後、交尾器を
同時に露出して互いに陰茎を挿入する。だが、
交尾中にコハクオナジマイマイ♂またはオ
ナジマイマイ♀が相手を識別し、コハクオナ
ジマイマイはオナジマイマイに精包を渡さ
ずに交尾を中断する。 
性フェロモンの同定はもとより有機合成

のプロトコルも、たとえば昆虫類ではほぼ確
立されている。ところが、農業害虫として知
られる有肺類（カタツムリ・ナメクジ）です
らも、性フェロモンの化学特性・生態機能に
関する知見は皆無である。 
 
２．研究の目的 

 
本研究の目的は、揮発性の性フェロモン物

質が生殖隔離に果たす機能を定量評価する
ことにある。 

 
３．研究の方法 
 
 有肺類の性フェロモンは、眼柄（長い方の
触角）の根元に隆起するこぶ（頭瘤）から分
泌される。そこで、固相マイクロ抽出
（SPME）法により、頭瘤が隆起した個体か
ら空媒性および粘液中の標的物質を抽出し、
GC/MS（ガスクロマトグラフ質量分析）法に
より、頭瘤の隆起した成体に特徴的で、かつ
２種間で検出ピークが異なる空媒分泌物質
を同定する。 
 
４．研究成果 

 
本 2 種の利点を生かし、有肺類では前例の

ないオルファクトメータを実用化し、性フェ
ロモンによる配偶者識別の生物検定（バイオ
アッセイ）法を確立した。固相マイクロ抽出
（SPME）法により、本 2 種の頭瘤が隆起し
た個体からの揮発性物質の抽出を行い、
GC/MS（ガスクロマトグラフ質量分析）法に
より、頭瘤の隆起した成体に特徴的で幼若個

体からは検出されず、かつ本２種の間で検出
ピークが異なる揮発性物質を検出した。種間
で異なる多くの分泌物質から 3種類の候補物
質に絞り込み、これらを化学合成し、個々の
合成標品を用いて、バイオアッセイを行った。
これにより、揮発ガスにより本２種の配偶行
動を誘発することに成功した。特にオナジマ
イマイに対しては、交尾器を露出させること
に成功した。候補物質の一つは 2 種のどちら
も誘引することから、２種がたがいを識別す
るには複数の分子種のブレンドが必要であ
ると考えられる。交尾器を露出させる候補物
質は求愛交尾行動を人為的に誘発する操作
実験に応用可能であると考えられる。 
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